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＜病棟連絡事項＞
・東病棟から転入してきた患者様がコロナ陽性となるケースがあった為、患者様の身体不調がないか観察し、消毒や換気なども適宜行っていく。スタッフも身体管理や感染対策を徹底していきましょう。
＜ベッドコントロール＞

・庭田　昇二様～本日退院している。
・金山　辰巳様～酸素飽和濃度の低下あり、身体管理が必要となり東合併症室へ転出となっている。
・嶋森　修子様～東Bユニットより転入となっているがコロナ陽性となり再度東Bユニットへ転出となっているがコロナ陽性となった為転出となる。
・本日、羽瀬真智子様東病棟より転入予定であったが、東病棟でコロナ発生した為、見送りとなっている。
＜患者様連絡事項＞
・奥泉　素子様～アルコール依存症プログラム本日より開始となります。

・中田　弘子様～姉様へ紹介状を労災病院へ依頼してほしい事を伝えると急に態度が一変し、急遽本日あらい整形受診予定となっている。姉様、今までフォローして貰っていた、労災病院からの紹介状は体裁などから依頼したくなく、当院入院している事も伏せたかった様子見られており主治医より紹介状作成して頂き、紹介状にも記載してもらっている。
　　　　　　　　受診先で娘と合流し、散歩に出かけると行方不明となったと連絡あったが見つかっている。近くの姉の家に行っていたとの事。
　　　　　　　　今度は目を離さず受診して戻るよう説明している。

・伊藤　正明様～母より主治医と計画支援員の金澤氏も含めて面談希望している。主治医へ日程確認していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・高柳　和子様～他室侵入や昨日は放尿も見られています。精神症状の観察と他者トラ
ブルにならないよう所在も確認していく。
・八森　啓子様～中田様や藪様への不満を訴えていますがスタッフへ不満を言うのみで
大きなトラブルとは発展していない。経過をみていく。
・中田　弘子様～八森啓子様へ不満訴える事見られている。トラブルに注意して必要時
介入していく。
・川口　八寿子様～気分高く、にやつきや過干渉、放歌もみられ気分高揚してきている。
　　　　　　　　 エスカレートする時は主治医へ早期に報告し薬剤調整して頂く。
・高橋　サヱ様～歩行して詰所へ侵入あり。転倒に注意し見守り強化していく。
・藤井　理代様～被毒妄想聞かれている。「エモトナツメです」等妄想言動聞かれてい

る。日常生活への支障は無いが他者トラブルに発展しないように見ていき必要時主治医へ報告していく。
＜柞木田Dr.患者様診察情報＞
・豊田　建世様～1/31転入となった事、洗面所にてしゃがみ込みあった事、尿失禁あり、介助している事、夜間中途覚醒あった事情報提供。診察では調子は悪くないと返答。しゃがみ込んだことについては覚えていないとの事。内服継続処方。GAF入力依頼している。
・伊藤　正明様～2/1転入となった事、落ち着かないと訴え頓服使用している事、家族様面談希望あったこと、ゲーム使用希望あった事情報提供。診察では東Bユニット移動直後へ転入となり、環境変化に慣れず、頓服使用していたと返答。ゲーム希望あり、主治医よりネット繋がらない事、壊れても責任はとれない事説明し、本人了承。家族様に確認し、家族様もよければゲーム持ち込み許可となる。また、面談については2/10　16時、2/12　15：30で調整するよう指示あり。スマホ希望あったが、まだ許可出来ない事説明している。GAF指示依頼している。内服変更無し。家族様は面談日連絡し、折り返し待ち。ゲーム機は持参するとのこと。
＜小栁Dr.患者様診察情報＞
・奥泉　素子様～精神症状の変動は無く本日よりアルコール依存症治療プログラム開始となる事、携帯電話希望あった事情報提供している。主治医よりアルコール依存症治療プログラム導入に関して説明し同意書にサイン頂いている。携帯電話使用許可あり。デエビゴ錠5.0ｍｇ→2.5ｍｇに減量となる。
・赤坂　フミヱ様～身体不調に関する訴え、不穏さ、他者トラブルはなく過ごされている事情報提供している。診察時、鼻詰まりの訴えあるもCTによる鼻腔内異常は発見されず。今回のみフルチカゾンフランカルボン酸エステル点鼻液処方となる。その他　処方変更無し。
・嶋守　さち子様～精神症状の変動は無し、心理検査実施しているが結果待ちとなっている。2/7ろくごう整形外科受診予定となっている事情報提供している。主治医より、退院支援に関しては脳委縮により感情面での変化はあるがほぼ安定し施設入所は受け入れ困難の可能性が高い為自宅退院を進めるよう指示あり。なお、他科受診時に本人の状況を診てもらい、入院前と同様の症状が退院後に表出した場合、再入院も検討させて頂く事も説明した上で自宅退院を検討して頂くようにとの事。
・佐々木　シケ様～夕～夜間にかけて帰宅要求が強く易怒性・流涙もあった事情報提供している。診察時は穏やかに返答しているが見当識症状見られている。クエチアピン錠12.5ｍｇ2 錠 1日2回　昼夕食後 →25ｍｇに増量となる。
<柞木田Dr.退院支援委員会会議>

・宮本　久美子様～気分の落ち込みあり薬剤調整中。3，4月退院に向け支援していく。
・豊田　健世様～施設入所についてケアマネと相談していく。
・伊藤　正明様～家族との面談後、施設か自宅か確認していく。
＜退院支援状況確認＞
・小林　司様～グループホームライフベースにいだへ戻る予定で施設スタッフが日程の連絡が入る予定。予定では外泊訓練しないで退院となる予定。計画相談は変わらない為、就労についてもA型事業所を継続するか変更するか話し合いが必要となる。PSWとも連携を図って退院調整していく。
・佐々木　康子様～春先にみちのく記念病院へ転院予定。
・竹原　千晴様～2/20以降に家族面談実施し、自宅退院調整を行っていく予定。
・中里　慶子様～感染症落ち着いているので青山荘の体験利用が出来るか確認していきましょう。

・畑中　勉様～感染症落ち着いているので青山荘の体験利用が出来るか確認していきましょう。
